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◎輸入販売元・お問い合わせ
株式会社 ハイテック マルチプレックス ジャパン　〒133-0057 東京都江戸川区西小岩1-30-10 1F

www.hitecrcd.co.jpサポートダイヤル：050-5519-4989
受付時間：月曜日～金曜日（祝祭日・夏期休暇・年末年始を除く） １０：３０～１２：３０、１３：３０～１６：３０ facebookページでお得なキャンペーン毎月開催！

http://www.facebook.com/pages/
Hitec-Multiplex-Japan/268338593266212

※デザイン、仕様等は、製品改良のため予告なしに変更する場合があります。
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操作量に比例して速度が上がります

前進

後退

電源スイッチ

電源インジケーター 左旋回

右旋回
バンド

クリスタル

主砲発射

砲身アップ

砲塔右回転

機銃掃射

砲身ダウン

砲塔左回転



ご利用頂く前に必ずお読みください

RCバトルタンクシリーズについての注意

当製品はおもちゃではありません。怪我を避けるため十分にご注意をお願い致します。

注意：路上で遊ばないで下さい
交通事故を起こす可能性がある為、路上では絶対に遊ばないで下さい。また、水中水上、砂場もしくはカーペット上で遊ぶとタンクに損傷を与える原因となります。

注意：砲身を覗かないで下さい
目を怪我する恐れのある為、絶対に砲身を覗かないで下さい。無線信号が弱い、又は途切れた時に主砲が誤って発射される可能性があることに注意してください。

注意：小さな部品はお子様から離して保管をお願いします
小さなお子様に部品やパッケージを与えないで下さい。飲み込む恐れがあり、事故や窒息の原因となります。

注意：車輪やキャタピラの間に指を入れないでください。
静止している状態でも車輪やキャタピラに触れると誤動作や損傷の原因となります。

注意：アンテナを振らないで下さい。また、顔に向けないで下さい
アンテナの先端は目を傷つける恐れがあります。絶対にアンテナを振らず、顔に向けないで下さい。
またアンテナが壊れた場合、先端は鋭利となり非常に危険です。直ちにアンテナを交換して下さい。

注意：バッテリーが正しく装着されているか確認して下さい。バッテリーの装着、取外しの際はタンク、送信機がそれぞれ正しい状態になっているか確認して下さい
電池は同じ種類、同じ状態の物のみご利用下さい。違う種類や新しい電池、古い電池を混ぜて使わないで下さい。非充電式電池を充電しないでください。
充電式電池は保護者の指導の下で使用することができます。充電式電池の充電はタンクから取り外して行なってください。

注意：タンクがコントロール不能になってしまった場合
コントロール不能、または正常に動作しなくなった場合、タンク → 送信機の順に電源をオフにし、それぞれのバンドクリスタルが正しく挿入されているか確認して下さい。
その後、送信機 → タンクの順で電源を入れ正常に操作できるか確認して下さい。

注意：本製品ご利用にあたり以下の点に注意をお願いします。以下の場合は保証対象外となりサポートを受けられない場合がございます。

1.　タンクや送信機に落下など強い衝撃が加わると故障の原因となります

2.　タンクや送信機が濡れている状態、または濡れている場所での走行は故障の原因となります

3.　砂、泥など汚れのひどい場所での走行は破損や故障につながります

4.　本説明書内での説明事項が守られなかった場合、または誤操作に因る故障の場合

5.　逆バッテリ接続、製品が濡れたままでの動作、強い衝撃を与える等、誤用で起きた故障

6.　本製品指定パーツ以外の使用、または組み込みによる誤動作で起きた故障

7.　移動中の事故、落下、正しい状態で保管されなかった場合の故障

8.　状態が不明なバッテリーを用いた事によって起きた誤動作、過度の抵抗がある場所を走らせたことによるモーター、シャーシの損傷

9.　お客様によって分解、改造された製品

10. その他、弊社の品質保証範囲外の不調あるいは破損

11. タンクを使用しない場合は、電源スイッチを "OFF" にして、電池を取り出して保管してください

重要なお知らせ

※走行に関わりのない塗装状態、部品整形等の個体差は初期不良の対象外とさせて頂きます。



受信機アンテナ装着方法 遊ぶ前に 電源を入れるバッテリーの取り付け方 

以下の図の場所に受信機
アンテナを装着して下さい。 バッテリー充電器の筐体、コード、プラグ、その他パーツに損傷が無いか定期的に確認して下さい。損傷が認

められた場合、修理するまではご利用にならないで下さい。
警  告

ネジ止めされているバッテリーカバーを
外し、バッテリーの装着 /交換を行なっ
て下さい。

向きを合わせ単三電池を装着して下さ
い。

バッテリーカバーを送信機にネジ止めし
て下さい。

OPENマークを矢印方向へ
押し込み、バッテリーカバー
を外して下さい。

OPENマークを矢印方向へ
押し込み、バッテリーカバー
を装着して下さい。

向きを合わせ単三電池を装
着して下さい

バッテリーの脱着について
-　非充電式バッテリーは充電しないで下さい
-　消耗した電池は使用しないで下さい

-　異なる種類、または新しい電池と消耗した電池を混ぜて使用しないで下さい
-　電源端子を短絡させないでください

プロテクションキャップを砲台か
ら外して下さい。

反時計回りに回すと受光部が
出てきます。

遊び終わった後は受光部を押し込
んで時計回りに回し、プロテク
ションカバーを装着して下さい。

* Type90と KingTiger は
逆方向に回します

送信機の電源を入れます。

タンクの電源を入れます。

タンクの電源
を入れます。

ボリューム調整
消音－中－大

※受信不良の原因となりますので、接触面の汚れに気をつけて下さい。

赤外線対戦をする場合は、下図を参考にプロテクションキャップを外し、赤外線受光部を露出させて下さい。

キャップ部は機種によって異なります。



操作量に比例してスピードが増します

超信地旋回（左回転）

超信地旋回（右回転）

前進と後退

前 進

後 退

操舵と旋回 送信機の持ち方 砲塔

左旋回 右旋回

スティックを左か右に動かすことでその場で回転します。 適切にタンクを操縦するため、上図の様に送信機を持って下さい。

砲塔の左回転 /右回転
送信機の LT/RTボタンを押すことで、それぞれ左回転 /右回転します。
砲塔は300度以上回転させることができます。

砲身の上下 砲身は送信機のUP/DNボタンを押すことで、
それぞれ上下に動きます。

砲身ダウン砲身アップ

砲塔左回転砲塔右回転



最大13台同時、
赤外線対戦が可能

ライフカウント
システム

最大13台同時、
赤外線対戦が可能

ライフカウント
システム

砲身上下可動アクション
コントローラー操作で主砲が上下に可動。高低
差のある場所でも正確な狙いが付けられます。

ライト点灯機能
車体前方に装備したライトが前進・旋回時に
点灯。

車体・砲身リコイルアクション機構
主砲発射時に発射音と共に車体と砲身が
振動してリアルにリコイルを再現。

登坂性能
余裕のパワーで約30度の登坂性能を誇ります。
サスペンションも装備し安定した走行が可能です。

遊び方＆バトルアクション

右 "F" ボタンを押し続けることで機銃掃射を行います。
敵タンクは機銃5発被弾で1ヒットとしてカウントします。

左 "F" ボタンを押すことで主砲 (赤外線ビーム )を発射します。
敵タンクに命中した場合、敵タンクは1ヒットとしてカウントします。
最大40発発射が可能で、それ以降は再起動するまで主砲は撃てません。

主 砲

機 銃

RCバトルタンクシリーズは、ライフカウント、サウンドエフェクト、
リコイルアクション、被弾リアクションを備えた赤外線バトルシス
テムで、より楽しいマルチプレイヤー対戦を提供します。

デジタルプロポ
ーショナル方式

300度以上回転 ホイール
サスペンション

赤外線バトル サウンドエフェクト リコイルアクション 砲身リコイル
アクション

ライフカウント 被弾リアクションデジタルプロポ
ーショナル方式

300度以上回転 ホイール
サスペンション

赤外線バトル サウンドエフェクト リコイルアクション 砲身リコイル
アクション

ライフカウント 被弾リアクション

タンクが主砲や機銃の攻撃を受け、自機のライフポイント※が無くなると一定時間行動不能になります。
※ライフポイントは車種によって異なります。

バトル中は様々なアクションで対戦を盛り上げます。

サウンドエフェクト
走行音や主砲、機銃発射音を内蔵スピーカー
により、迫力のサウンドで臨場感を演出。

砲塔左右可動
左右300度以上砲塔が回転可能。



バンドクリスタルの交換

送信機

クリスタルスロットは送信機の裏側にあります。
交換する際は慎重にバンドクリスタルを引き抜いて下さい。
交換した後は、電源を入れる前に正しく挿入されていることを確認してください
RCバトルタンクシリーズは27MHz帯 13バンドをサポートしています。

タンク

写真のようにタンク側面からバンドクリスタルを
抜いて下さい。

写真のようにタンク後部からバンドクリスタルを
抜いて下さい。

キャタピラの交換
キャタピラが外れてしまった場合は無理に動かさないで下さい、故障の原因となります。動かす前に正しく装着し直して下さい。
RCバトルタンクシリーズはゴム製ではなくプラスチック製のキャタピラを使用している為、キャタピラを交換する際は鋭利な部分に注意してください。

キャタピラ：ショート

キャタピラ：ロング

まず最初に両方のキャタピラを組み合わせ
ます。車体底面を上にし、長いキャタピラ
を左図のように車輪部へ差し込んで下さい。 

両端を引っ張り、図のように両端
を連結しピンを挿入して下さい。
キャタピラを外す場合は、同様に
ピンを抜いて下さい。

* M4 Sherman と King Tiger の
キャタピラは、上記のように各コ
マがピンで連結されています。

Tiger I のキャタピラは手で簡単に分割 /
組み付けることができます。

車輪部にキャタピラを挿入するときはキャタピラの穴が
外側にあるか確認して下さい。

キャタピラの両端を組み付けて下さい。
作業後はキャタピラ各部に緩みが無いか確
認してください。

キャタピラの爪にご注意下さい。爪は後輪の外で
はなく、内側に入るのが正常な状態です。

クリスタルスロットは砲塔の裏にあります。
交換する時は砲塔を手で回し交換して下さい。
（外装の小さなパーツに注意して下さい）
交換後は送信機とバンド番号が一致している
か確認をお願いします。番号が一致しないと
操作することはできません。

クリスタルをカバーに差し込んでから
送信機に挿入して下さい。

左右それぞれロングとショートを組み合わせて使用します。

連結ピン

バンドクリスタルは送信機用と受信機用があります。
長い方が送信機用、短い方が受信機用クリスタルとなります。

受信機用

送信機用



ACCESSORY 
PRODUCTS

臨場感あるフィールドを再現できるジオラマパーツ、
世界観を1/24スケールでリアルに再現した情景素材
を各種ラインナップ。

DISPLAY STAND
ディスプレイスタンド

SCENERY
ジオラマパーツ

CRYSTAL
クリスタル

TRACK
キャタピラ

各種アクセサリーパーツの詳細は弊社WEBサイトでご確認ください。
www.hitecrcd.co.jp

METAL FIGURE
メタルフィギュア


